
【様式②】 特定公民連携事業（大東市による評価） 

 

大東市による評価 

特定公民連携 

事業名 
深野北小学校跡地活用プロジェクト 

特定公民連携 

推進法人 
株式会社アクティブ・スクウェア・大東 

事業実施期間 令和 4年 7月 1日～令和 9年 6月 30日 

 

１．特定公民連携事業の５つの条件について 

 項目 所見 

１ 
複数の地域経営課題を解決してい

るか 

「歴史・文化等、観光資源の未活用」というエリアの

都市経営課題に対し、子ども向けのスポーツ事業、

野崎観音や三好長慶をテーマにした朗読劇、相撲

体験を実施するなど、解決に向けた取組を続けてい

る。 

また、市が所有する土地・建物を民間事業者に有償

貸付をするという事業スキームは、他の公有財産に

おいても展開できるものである。 

２ 
地域一体の価値を向上させている

か 

「ココロとカラダの稽古場」と定義した開発理念の

もと、「日常と非日常が体験できるサービス」や「学

校という特色を活かしたサービス」を進めるなど、エ

リア一帯の賑わい創出に一定、寄与している。今

後、これらの取組を地域により周知していくことが、

必要であると考えられる。 

３ 
地域経済の発展および地域経済

の循環に寄与しているか 

地域の人材を職員として雇用すること、また、イベン

ト等の開催を通じ、外国人観光客をはじめ、市内外

から人が訪れることにより、地域経済の発展、循環

に寄与していると考えられる。今後、施設やイベント

の広報に力を入れ、より一層の交流人口増加を目

指していく必要がある。 
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４ 
公的負担の軽減につながっている

か 

廃校状態の継続が、維持管理に伴う公の負担増加

を要する一方で、民間事業者の活用により、当該負

担の軽減につながっている。また、市が管理・運営を

委託する指定管理者制度ではなく民間独自で経営

する公民連携手法を用いたことも、公的負担の軽

減に寄与している。 

５ 

金融機関等から資金調達を行うな

ど自立的かつ持続的な事業となっ

ているか 

(株)アクティブ・スクウェア・大東の関連会社

や民間金融機関からの資金調達を実施し、自立

的、持続的に事業を進めている。 

 

 

２．維持管理業務についての評価 

（リスク分担表に基づき、特定公民連携事業推進法人が実施すべきものについて） 

 項目 実施状況 

１ 設備保守管理 

リスク分担に基づき、修繕等維持保守管理を実施し

ていただいた。その他、施設内設備機器の保守管理

についても、引き続き利用者の安全を第一に考え、

管理を徹底していただきたい。 

２ 屋外管理 

正面玄関入口周辺の清掃等、管理が十分に行き届

いていないと感じることがあった。地域住民や利用

者の施設に対する印象にも大きく関わるため、定期

的な見回りを実施するなど、対策を検討していただ

きたい。 

３ 修繕等 

経営に支障が生じる等の理由による修繕希望があ

る場合は、該当箇所の状態、賃貸借契約書に基づく

リスク分担などを明確にして、本市に連絡をいただ

き、協議するという形で今後も進めていきたい。 
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3.特定公民連携事業審査会における指摘事項について 

 項目 評価 

１ 
・効果検証の定期的な実施 

・収支の健全性確保 

事業の検証を行う場として、年に一度、一年間の事

業実施状況等を評価し、翌年度につなげる機会を

設けている。契約 4年目までは本市と特定公民連

携推進法人の二者のみで実施し、最終年度のみ、

本事業や公民連携事業に関し見識を有する有識者

等が参画する評価委員会とする。 

経営状況については、レストラン分野を中心に厳し

い経営状況となっているが、レストランのメニュー・

価格帯の変更や施設料金の値上げ等、利用者増

加や収入増加に向けて対策を講じているところであ

る。 

２ 
・収支状況のチェック体制 

・事業者に寄り添った事業の実施 

年に一度、決算報告書を提出いただき、行政にて収

支状況等の確認を行っている。 

３ 
・公民連携事業効果の最大限の発

揮 

本事業の可能性を再認識の上、市の他の施策と

の連携、連動を意識して経営を進めて行くため

にも、双方が密に情報を共有し、可能性を引き

出す姿勢をさらに持つべきであると考える。 

４ 

・地域住民、地元との連携強化 

・賑わい創出、価値向上に繋がる

仕組みづくり 

地域住民や地元の方に対しては、運動場や体育館

を開放し、花火、ハロウィンイベント等を実施すること

で、施設を知っていただき、開かれた施設にしていく

ための取組を行った。今後も引き続き、地域の方と

積極的に交流できるような場を設け、当施設に対し

てどのような思いを持っているのかなどをお聞きし、

今後の運営に活かしていく必要がある。 

５ 
・くつろいで滞在できる空間、施設

の運営 

提供する各サービス間の連携強化に取り組み、

くつろいで滞在できる施設として利用者が活用

できる施設として今後も運営を継続していただ

きたい。 

６ 
・エリア価値向上を意識した施設

改修、整備 

利用する上で、本当に必要な修繕や整備を見極め

るためにも、利用者の意見を常に聞き、リスク分担

に準じた修繕計画を立てていただきたい。 
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４．その他（自由記述） 

経営状況の改善や地域との連携強化等、課題は残存しているが、様々な新たな取組を検討し、

課題解決への意識を持って事業を進めていただいている。今後は、市と民間事業者で密に連携

を取りながら、公民連携施設としてより一層エリア価値の向上に寄与できるようにしていきたい。 

 


